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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リアルタイムストリーミングを伝送する際のトラフィック切り替えの方法であって、
　コンテンツサーバから端末までのストリーミング伝送の開始が識別されたとき、ネット
ワーク側によってトラフィックをベストエフォート（BE）トラフィックからストリーミン
グトラフィックへ切り替え、
　コンテンツサーバから端末までのストリーミング伝送の終了が識別されたとき、ネット
ワーク側によってトラフィックをストリーミングトラフィックからベストエフォートトラ
フィックへ切り替え、
　コンテンツサーバから端末までのストリーミング伝送の開始及び終了の前記識別は、コ
アネットワーク（CN）のネットワーク要素によって実行されることを特徴とするトラフィ
ック切り替えの方法。
【請求項２】
　前記トラフィックをベストエフォートトラフィックからストリーミングトラフィックへ
切り替えることとは、
　コンテンツサーバへのネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の開始を標
識するシグナルであるかどうかを判断して、そうであれば、アクセスネットワークの無線
ネットワーク制御装置（RNC）へ、ベストエフォートトラフィックからストリーミングト
ラフィックへのベアラチャネル切り替え要求を送信し、
　ベストエフォートトラフィックからストリーミングトラフィックへのベアラチャネル切



(2) JP 4482002 B2 2010.6.16

10

20

30

40

50

り替え要求が受信されたとき、端末とインタラクションを行って、ベアラチャネルをベス
トエフォートトラフィックからストリーミングトラフィックへ切り替えることを特徴とす
る請求項1に記載のトラフィック切り替えの方法。
【請求項３】
　前記トラフィックをストリーミングトラフィックからベストエフォートトラフィックへ
切り替えることとは、
　コンテンツサーバへのネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の終了を標
識するシグナルであるかどうかを判断して、そうであれば、アクセスネットワークの無線
ネットワーク制御装置へ、ストリーミングトラフィックからベストエフォートトラフィッ
クへのベアラチャネル切り替え要求を送信し、
　ストリーミングトラフィックからベストエフォートトラフィックへのベアラチャネル切
り替え要求が受信されたとき、端末とインタラクションを行って、ベアラチャネルをベス
トエフォートトラフィックへ切り替えることを特徴とする請求項1に記載のトラフィック
切り替えの方法。
【請求項４】
　前記ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の開始を標識するシグナルで
あるかどうかを判断するとは、前記ネットワークメッセージの内容がリアルタイムストリ
ームプロトコルの再生PLAYシグナルであるかどうかの判断を含むことを特徴とする請求項
2に記載のトラフィック切り替えの方法。
【請求項５】
　前記ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の終了を標識するシグナルで
あるかどうかを判断するとは、前記ネットワークメッセージの内容がリアルタイムストリ
ームプロトコルの終了TEARDOWNシグナルであるかどうかの判断を含むことを特徴とする請
求項3に記載のトラフィック切り替えの方法。
【請求項６】
　前記コアネットワークのネットワーク要素によってコンテンツサーバから端末までのス
トリーミング伝送の開始を識別するとは、
　コアネットワークのネットワーク要素によって転送されるネットワークメッセージの宛
先アドレスを解析して、当該宛先アドレスがコンテンツサーバのアドレスであれば、当該
ネットワークメッセージの内容を解析し、ネットワークメッセージの内容がストリーミン
グ伝送の開始を標識するシグナルであるかどうかの判断を含むことを特徴とする請求項1
に記載のトラフィック切り替えの方法。
【請求項７】
　前記コアネットワークのネットワーク要素によってコンテンツサーバから端末までのス
トリーミング伝送の終了を識別することとは、
　コアネットワークのネットワーク要素によって転送されるネットワークメッセージの宛
先アドレスを解析して、当該宛先アドレスがコンテンツサーバのアドレスであれば、当該
ネットワークメッセージの内容を解析し、ネットワークメッセージの内容がストリーミン
グ伝送の終了を標識するシグナルであるかどうかの判断を含むことを特徴とする請求項1
に記載のトラフィック切り替えの方法。
【請求項８】
　前記コアネットワークのネットワーク要素はサービング汎用パケット無線システム（GP
RS）サポートノード（SGSN）であることを特徴とする請求項2～7のいずれか１項に記載の
トラフィック切り替えの方法。
【請求項９】
　前記コアネットワークのネットワーク要素はゲートウェイ汎用パケット無線システム（
GPRS）サポートノード（GGSN）であることを特徴とする請求項2～7のいずれか１項に記載
のトラフィック切り替えの方法。
【請求項１０】
　リアルタイムストリーミングを伝送する際のトラフィック切り替えのシステムであって
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、
　リアルタイムストリーミングの伝送を提供するコンテンツサーバと、
　前記リアルタイムストリーミング伝送の開始が識別されたとき、トラフィックをベスト
エフォートトラフィックからストリーミングトラフィックへ切り替え、前記リアルタイム
ストリーミング伝送の終了が識別されたとき、トラフィックをストリーミングトラフィッ
クからベストエフォートトラフィックへ切り替えるネットワーク側とを備え、
　前記ネットワーク側は、ストリーミング伝送の開始及び終了を識別するためのコアネッ
トワーク（CN）を備えることを特徴とするトラフィック切り替えのシステム。
【請求項１１】
　前記ネットワーク側は、
　ベストエフォートトラフィックとストリーミングトラフィック間のベアラチャネル切り
替え要求を受信し、ベストエフォートトラフィックとストリーミングトラフィック間のベ
アラチャネル切り替えを実現するアクセスネットワークの無線ネットワーク制御装置（RN
C）を更に備えることを特徴とする請求項10に記載のトラフィック切り替えのシステム。
【請求項１２】
　前記コアネットワークのネットワーク要素は、サービングGPRSサポートノードであり、
　前記サービングGPRSサポートノードは、ベストエフォートトラフィックとストリーミン
グトラフィック間のベアラチャネル切り替え要求を前記アクセスネットワークの無線ネッ
トワーク制御装置（RNC）へ送信するように構成されていることを特徴とする請求項11に
記載のトラフィック切り替えのシステム。
【請求項１３】
　前記コアネットワークのネットワーク要素は、ゲートウェイGPRSサポートノードであり
、
　前記ゲートウェイGPRSサポートノードは、ベストエフォートトラフィックとストリーミ
ングトラフィック間のベアラチャネル切り替え要求を前記アクセスネットワークの無線ネ
ットワーク制御装置（RNC）へ送信するように構成されていることを特徴とする請求項11
に記載のトラフィック切り替えのシステム。
【請求項１４】
　リアルタイムストリーミングの伝送に用いるゲートウェイGPRSサポートノードであって
、
　ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の開始又は終了を標識するシグナ
ルであるかどうかを判断する第一ユニットと、
　ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の開始を標識するシグナルである
とき、ベストエフォートトラフィックからストリーミングトラフィックへのトラフィック
切り替え要求をコアネットワーク（CN）のサービングGPRSサポートノード（SGSN）へ送信
し、ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の終了を標識するシグナルであ
るとき、ストリーミングトラフィックからベストエフォートトラフィックへのトラフィッ
ク切り替え要求をコアネットワーク（CN）のサービングGPRSサポートノード（SGSN）へ送
信する第二ユニットとを備えることを特徴とするゲートウェイGPRSサポートノード。
【請求項１５】
　リアルタイムストリーミングの伝送に用いるサービングGPRSサポートノードであって、
　ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の開始又は終了を標識するシグナ
ルであるかどうかを判断する第一ユニットと、
　ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の開始を標識するシグナルである
とき、ベストエフォートトラフィックからストリーミングトラフィックへのベアラチャネ
ル切り替え要求をアクセスネットワークへ送信し、ネットワークメッセージの内容がスト
リーミング伝送の終了を標識するシグナルであるとき、ストリーミングトラフィックから
ベストエフォートトラフィックへのベアラチャネル切り替え要求をアクセスネットワーク
へ送信する第二ユニットとを備えることを特徴とするサービングGPRSサポートノード。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モバイル通信技術の分野に関し、特に、リアルタイムストリーミング（Real
-time Streaming)を伝送する際のトラフィック切り替えの方法及びシステム、リアルタイ
ムストリーミングの伝送に用いるコンテンツサーバ、リアルタイムストリーミングの伝送
に用いるサービングGPRSサポートノード（SGSN）及びリアルタイムストリーミングの伝送
に用いるゲートウェイGPRSサポートノード（GGSN）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第三世代（3G）モバイル通信システムの最も著しい特徴は、より高いデータ伝送速度を
サポートでき、アプリケーショントラフィックのQoS要求を満たすようにアプリケーショ
ントラフィックの具体的なサービス品質（Quality of Service,QoS)要求に応じて合理的
なデータ伝送ベアラトラフィックタイプを割り当てることである。3Gシステムにおいて、
データ伝送のトラフィックは、異なるQoS要求に応じて、4種類のタイプに分けることがで
き、それぞれ会話（Conversational）トラフィック、ストリーミング（Streaming）トラ
フィック、インタラクティブ（Interactive）トラフィックと背景（Background）トラフ
ィックであり、インタラクティブトラフィックと背景トラフィックはベストエフォート（
Best Effort,BE) トラフィックと総称されることもできる。ここで、会話トラフィック（
Conversational）は一定の伝送帯域幅の割り当てを要求し、データ伝送の遅延（Delay)に
対する要求が高く、主に音声、ビデオ電話などのアプリケーショントラフィックのベアラ
（bearer of application traffic）に用いられる。ストリーミング（Streaming）トラフ
ィックはデータ伝送の遅延と伝送帯域幅に対する要求が高く、主にマルチメディアを再生
するアプリケーショントラフィックのベアラに用いられる。BEトラフィックは遅延と伝送
帯域幅に対する要求が低く、主にウェブブラウズ、Email、背景ダウンロードなどアプリ
ケーショントラフィックのベアラに用いられる。ストリーミングはリアルタイムストリー
ミングとも呼ばれる。第三世代パートナーシッププロトコル（3GPP)では、ストリーミン
グについて、ネットワーク経由でクライアント側に伝送するとき、アプリケーション層で
連続して再生可能なデータ、例えば、ビデオ、オーディオ、音声などとして定義している
。ビジネス用モバイルネットワークにおいて、ストリーミングメディアトラフィックはま
すますオペレータの利益の焦点となり、そのため、ますます幅広い注目を集めている。　
【０００３】
　通常の場合、ストリーミング又はストリーミングリンクアドレスは全て、専門のストリ
ーミングコンテンツサーバに置かれている。ユーザが、まず、当該サーバのホームページ
にアクセスし、ホームページには複数のストリーミングプログラムソースがある可能性が
あり、ユーザは自分の好みに基づいてホームページにおけるストリーミングプログラムソ
ースを選択してクリックすることによって、対応するストリーミングを受け取る。ここで
、サーバのホームページにアクセスすることは、インタラクションのプロセスであって、
速度の確保と遅延に対する要求がなく、BEトラフィックベアラ（traffic　bearer）を採
用する。しかし、ストリーミングにアクセスする場合は、伝送ベアラをストリーミングベ
アラへ切り替える必要があり、ストリーミングアクセスが終了した後では、またBEトラフ
ィックベアラへ切り替える必要がある。
【０００４】
　現在のビジネス応用においては、この伝送ベアラ切り替えという肝心な技術問題を避け
て、BEトラフィックとストリーミングトラフィックのベアラタイプの変換をせずに、BEト
ラフィックを採用してストリーミングメディアの再生をベアラしている。。BEトラフィッ
ク自身は遅延と遅延ジッターに対する要求がない。且つ応用において、実際のネットワー
ク容量とカバー要素を考えて、ダイナミックチャネル帯域幅再配置、下りコードの送信パ
ワーに基づく下り速度再配置などのようなBEの特徴が配慮されたアルゴリズムを応用して
いるため、ストリーミングメディアの再生に対してQoS確保を提供することができない。
【０００５】
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　3GPPにプロトコル規定されたトラフィック切り替え方式では、端末によってストリーム
を識別し、且つストリーミング伝送ベアラを開始し確立するようコアネットワークに通知
することである。具体的に言うと、ストリームを伝送する際に、コンテンツサーバと端末
はまず、インタラクション情報の伝送を行い、即ち、コンテンツサーバから端末に一つの
セッション記述プロトコル（Session Description Protocol,SDP)ファイルを伝送し、当
該ファイルはストリーミング内容ではなく、ただストリーミング行為を制御するコマンド
だけを伝送する。端末は、まず、SDPファイルを解析し、その後、コアネットワークに通
知し、且つコアネットワークによって当該QoS属性に適する伝送ベアラの確立が開始され
る。ベアラチャネルが確立された後、コンテンツ伝送を開始（initiate）するように再生
（PLAY)シグナルを通じてサーバに通知し、伝送を停止するように終了（TEARDOWN)シグナ
ルを通じてサーバに通知することができる。
【０００６】
　3GPPプロトコルに規定された方法では、端末がストリームを識別し且つコアネットワー
クとネゴシエーションのプロセスを開始することを必要としているが、現在多くのビジネ
ス用端末はこの機能をサポートすることができない。この外、現実の応用においては、常
に無線ゲートウェイを端末としてストリームを伝送しているが、無線ゲートウェイはただ
一つのチャネルだけであって、ストリーミングに対して識別を行うことが更に不可能であ
る。3GPPプロトコルに規定された方法は端末に対する要求が高すぎるため、その普及と応
用が極めて制限されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記に鑑みてなされたものであって、ストリーミングメディアの再生に対して
QoS確保を提供することができ、且つ端末がストリーミングを識別する必要がなく、普及
と応用に便利なリアルタイムストリーミングを伝送する際のトラフィック切り替えの方法
及びシステムを提供することを目的とする。本発明ではまた、リアルタイムストリーミン
グの伝送に用いるコンテンツサーバ、リアルタイムストリーミングの伝送に用いるサービ
ングGPRSサポートノード及びリアルタイムストリーミングの伝送に用いるゲートウェイGP
RSサポートノードを提供している。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　リアルタイムストリーミングを伝送する際のトラフィック切り替えの方法であって、コ
ンテンツサーバから端末までのストリーミング伝送の開始が識別されたとき、ネットワー
ク側によってトラフィックをベストエフォートBEトラフィックからストリーミングトラフ
ィックへの切り替え、コンテンツサーバから端末までのストリーミング伝送の終了が識別
されたとき、ネットワーク側によってトラフィックをストリーミングトラフィックからベ
ストエフォートトラフィックへの切り替えを含む。コンテンツサーバから端末までのスト
リーミング伝送の開始及び終了の前記識別は、コアネットワーク（CN）のネットワーク要
素によって実行される。
【００１３】
　前記トラフィックをベストエフォートトラフィックからストリーミングトラフィックへ
の切り替えとは、コンテンツサーバへのネットワークメッセージの内容がストリーミング
伝送の開始を標識するシグナルであるかどうかを判断して、そうであれば、アクセスネッ
トワークの無線ネットワーク制御装置へ、ベアラチャネルをベストエフォートトラフィッ
クからストリーミングトラフィックへの切り替え要求を送信し、ベアラチャネルをベスト
エフォートトラフィックからストリーミングトラフィックへの切り替え要求が受信された
とき、端末とインタラクションを行って、ベアラチャネルをベストエフォートトラフィッ
クからストリーミングトラフィックへの切り替えを含む。
【００１４】
　前記トラフィックをストリーミングトラフィックからベストエフォートトラフィックへ
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の切り替えとは、コンテンツサーバへのネットワークメッセージの内容がストリーミング
伝送の終了を標識するシグナルであるかどうかを判断して、そうであれば、アクセスネッ
トワークの無線ネットワーク制御装置へ、ベアラチャネルをストリーミングトラフィック
からベストエフォートトラフィックへの切り替え要求を送信し、ベアラチャネルをストリ
ーミングトラフィックからベストエフォートトラフィックへの切り替え要求が受信された
とき、端末とインタラクションを行って、ベアラチャネルをベストエフォートトラフィッ
クへの切り替えを含む。
【００１５】
　前記ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の開始を標識するシグナルで
あるかどうかを判断するとは、前記ネットワークメッセージの内容がリアルタイムストリ
ームプロトコルの再生（PLAY）シグナルであるかどうかの判断を含む。
【００１６】
　前記ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の終了を標識するシグナルで
あるかどうかを判断するとは、前記ネットワークメッセージの内容がリアルタイムストリ
ームプロトコルの終了（TEARDOWN）シグナルであるかどうかの判断を含む。
【００１７】
　前記コアネットワークのネットワーク要素によってコンテンツサーバから端末までのス
トリーミング伝送の開始を識別するとは、コアネットワークのネットワーク要素によって
転送されるネットワークメッセージの宛先アドレスを解析して、当該宛先アドレスがコン
テンツサーバのアドレスであれば、当該ネットワークメッセージの内容を解析し、ネット
ワークメッセージの内容がストリーミング伝送の開始を標識するシグナルであるかどうか
の判断を含む。
【００１８】
　前記コアネットワークのネットワーク要素によってコンテンツサーバから端末までのス
トリーミング伝送の終了を識別するとは、コアネットワークのネットワーク要素によって
転送されるネットワークメッセージの宛先アドレスを解析して、当該宛先アドレスがコン
テンツサーバのアドレスであれば、当該ネットワークメッセージの内容を解析し、ネット
ワークメッセージの内容がストリーミング伝送の終了を標識するシグナルであるかどうか
の判断を含む。
【００１９】
　前記コアネットワークのネットワーク要素はサービングGPRSサポートノードである。前
記コアネットワークのネットワーク要素はゲートウェイGPRSサポートノード（GGSN）であ
る。
【００２０】
　リアルタイムストリーミングを伝送する際のトラフィック切り替えのシステムであって
、リアルタイムストリーミングの伝送を提供するコンテンツサーバと、前記リアルタイム
ストリーミング伝送の開始が識別されたとき、トラフィックをベストエフォートトラフィ
ックからストリーミングトラフィックへ切り替え、前記リアルタイムストリーミング伝送
の終了が識別されたとき、トラフィックをストリーミングトラフィックからベストエフォ
ートトラフィックへ切り替えるネットワーク側とを備える。前記ネットワーク側は、スト
リーミング伝送の開始及び終了を識別するためのコアネットワーク（CN）を備える。
【００２１】
　前記ネットワーク側は、ベアラチャネルに対するベストエフォートトラフィックとスト
リーミングトラフィック間の切り替え要求を受信し、ベアラチャネルに対するベストエフ
ォートトラフィックとストリーミングトラフィック間の切り替えを実現するアクセスネッ
トワークの無線ネットワーク制御装置（RNC）を更に備える。
【００２３】
　前記コアネットワークのネットワーク要素は、サービングGPRSサポートノードであり、
前記サービングGPRSサポートノードは、前記リアルタイムストリーミング伝送の開始と終
了を識別し、ベアラチャネルに対するベストエフォートトラフィックとストリーミングト
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ラフィック間の切り替え要求を前記アクセスネットワークの無線ネットワーク制御装置（
RNC）へ送信するように構成されている。
【００２４】
　前記コアネットワークのネットワーク要素は、ゲートウェイGPRSサポートノードであり
、前記ゲートウェイGPRSサポートノードは、ベアラチャネルに対するベストエフォートト
ラフィックとストリーミングトラフィック間の切り替え要求を前記アクセスネットワーク
の無線ネットワーク制御装置（RNC）へ送信するように構成されている。
【００２６】
　リアルタイムストリーミングの伝送に用いるゲートウェイGPRSサポートノードであって
、ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の開始又は終了を標識するシグナ
ルであるかどうかを判断する第一ユニットと、ネットワークメッセージの内容がストリー
ミング伝送の開始を標識するシグナルであるとき、トラフィックをベストエフォートトラ
フィックからストリーミングトラフィックへの切り替え要求をコアネットワーク（CN）の
サービングGPRSサポートノード（SGSN）へ送信し、ネットワークメッセージの内容がスト
リーミング伝送の終了を標識するシグナルであるとき、トラフィックをストリーミングト
ラフィックからベストエフォートトラフィックへの切り替え要求をコアネットワーク（CN
）のサービングGPRSサポートノード（SGSN）へ送信する第二ユニットとを備える。
【００２７】
　リアルタイムストリーミングの伝送に用いるサービングGPRSサポートノードであって、
ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の開始又は終了を標識するシグナル
であるかどうかを判断する第一ユニットと、ネットワークメッセージの内容がストリーミ
ング伝送の開始を標識するシグナルであるとき、トラフィックをベストエフォートトラフ
ィックからストリーミングトラフィックへの切り替え要求をアクセスネットワークへ送信
し、ネットワークメッセージの内容がストリーミング伝送の終了を標識するシグナルであ
るとき、トラフィックをストリーミングトラフィックからベストエフォートトラフィック
への切り替え要求をアクセスネットワークへ送信する第二ユニットとを備える。
【００２８】
　上記の技術方案からわかるように、本発明において、ストリーミングメディア伝送の開
始又は終了であるとき、コンテンツサーバがコアネットワークに、ベストエフォートトラ
フィックとストリーミングトラフィック間の切り替えを行うように通知し、或いは、コア
ネットワークのサービングGPRSサポートノード又はゲートウェイGPRSサポートノードによ
るシグナル解析を通じて、ストリーミングメディア伝送の開始と終了を承知してから、ベ
ストエフォートトラフィックとストリーミングトラフィック間の切り替えを開始する。こ
れによって、ストリーミングメディア伝送のQoSを確保するだけてなく、トラヒック切り
替えのプロセスにおいて、端末の参与が必要でないため、端末に対する要求を下げて、普
及と応用に便利になっている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　本発明の目的、技術方案と利点を更に明瞭するように、以下、図面を参照して本発明を
更に詳しく説明する。
【００３０】
広帯域符号分割多重アクセス（Wideband Code Division Multiple Access, WCDMA)ネット
ワークシステムは3Gモバイル通信システムの主流ネットワークの一つとして、汎用パケッ
ト無線サービス（General Packet Radio Service, GPRS)の技術を採用する。WCDMAシステ
ムのアーキテクチャーを示す図は図１に示すように、端末101、アクセスネットワーク102
及びコアネットワーク103を含み、且つコアネットワーク103がインターネットと接続され
て、モバイル通信ネットワークとインターネットのインタラクションが実現された。
【００３１】
　ここで、アクセスネットワーク102は、基地局（NodeB)104と無線ネットワーク制御装置
（radio network control, RNC)105を更に含み、コアネットワーク103は、サービングGPR
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Sサポートノード（Serving GPRS Support Node, SGSN)とゲートウェイGPRSサポートノー
ド（Gateway GPRS Supporting Node, GGSN)を更に含む。ストリーミングメディアの再生
を提供するため、インターネットには更にコンテンツサーバ106が備えられ、このコンテ
ンツサーバ106は通常、ストリーミングメディアサーバとも呼ばれ、ストリーミングメデ
ィア又はストリーミングメディアのリンクは直接にコンテンツサーバのホームページに置
かれている。
【００３２】
　ユーザは、端末101を通じて、アクセスネットワーク102とコアネットワーク103経由で
、インターネットに置かれたコンテンツサーバ106のホームページにアクセスし、自分が
見たいストリーミングメディアを選択してクリックし再生する。
【００３３】
　ユーザがコンテンツサーバのホームページにアクセスする場合は、インタラクション式
のトラフィックであって、速度確保の要求もなく、遅延の要求もないため、ベアラでBEト
ラフィックタイプを使用することができ、またBEトラフィックタイプを使用すべきである
。
【００３４】
　しかし、ホームページにおけるストリーミングメディアをクリックする場合は、BEトラ
フィックをストリーミングトラフィックへ切り替えて、ストリーミングメディアをベアラ
する必要になる。
【００３５】
　本発明の実施例において、ストリーミングメディアとはストリーミング、即ちリアルタ
イムストリーミングを指すものであり、ストリーミングメディア伝送とはストリーミング
伝送を指すものである。
【００３６】
　トラフィック切り替えの開始側の相違によって、本発明方案は二つの具体的な実施例に
分けられ、それぞれはコンテンツサーバがトラフィック切り替えを開始する実施例、及び
、コアネットワークでのネットワーク要素、例えばSGSN又はGGSNがトラフィック切り替え
を開始する実施例である。
【００３７】
　実施例1では、コンテンツサーバによってBEとストリーミングトラフィック間の切り替
えが開始される。
【００３８】
　本実施例のフローチャートは図2に示すように、具体的に以下のステップを含む。
【００３９】
　ステップ201で、端末はアクセスネットワークを通じてコアネットワークへ、データト
ラフィックのアクティブ要求を送信する。
【００４０】
　ステップ202で、コアネットワークは当該要求を受信した後、アクセスネットワークへ
、BEトラフィックベアラチャネルの確立要求を送信する。
【００４１】
　ステップ203で、アクセスネットワークはコアネットワークからの要求を受信した後、
端末とインタラクションを行って、BEトラフィックベアラチャネルを確立する。
【００４２】
　ステップ204で、アクセスネットワークからコアネットワークへ、BEトラフィックベア
ラチャネルの確立に成功したのメッセージを送信する。
【００４３】
　ステップ205～206で、端末はBEトラフィックベアラ方式を採用して、アクセスネットワ
ークとコアネットワークとを通じて、コンテンツサーバにアクセスし、且つストリーミン
グメディアのネットワークリンクアドレスを得る。
【００４４】
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　ステップ207で、端末はストリーミングメディアのネットワークリンクにアクセスし、
ストリーミングメディアの伝送を要求する。
【００４５】
　ステップ208で、コンテンツサーバは伝送しようとするストリーミングメディアに対応
するSDPファイルを解析して、当該ストリーミングメディアの伝送に必要なQoS要求を得る
。SDPファイルの内容は、名前、作者などの当該セッションの基本情報、メディアタイプ
、必要な帯域幅などを含める。
【００４６】
　ステップ209で、コンテンツサーバからコアネットワーク内のSGSNへ、ストリーミング
トラフィックベアラの確立要求を送信し、当該要求には、当該ストリーミングトラフィッ
クベアラの確立に必要なQoS要求が含まれる。SGSNはGGSNとのインタラクションによって
、パケットデータプロトコル（Packet Data Protocol，PDP）のコンテクストをアクティ
ブにして、端末ユーザに対して認証を行う。
【００４７】
　ステップ210で、認証を通過した後、コアネットワークからアクセスネットワークのRNC
へ、ベアラチャネルをBEトラフィックからストリーミングトラフィックへの切り替え要求
を送信する。
【００４８】
　ステップ211で、アクセスネットワークは当該要求を受信した後、端末とインタラクシ
ョンを行い、ベアラチャネルをBEトラフィックからストリーミングトラフィックへ切り替
える。
【００４９】
　ステップ212で、アクセスネットワークは、ベアラチャネルをストリーミングトラフィ
ックへの切り替えで既に成功したことをコアネットワークのSGSNに通知する。
【００５０】
　ステップ213で、端末からコンテンツサーバへ、リアルタイムストリームプロトコル（R
eal-Time Streaming Protocol，RTSP）のPLAYシグナルを送信する。コンテンツサーバは
当該シグナルを受信した後、ストリーミングトラフィックベアラチャネルを通じて、端末
へストリーミングメディアを伝送する。
【００５１】
　ステップ214で、ストリーミングメディアの伝送が完了した後、端末からコンテンツサ
ーバへ、ストリーミングメディアの伝送を終了するためのRTSPのTEARDOWNシグナルを送信
する。コンテンツサーバは当該シグナルを受信した後、コアネットワーク内のSGSNへ、BE
トラフィックベアラの確立要求を送信する。
【００５２】
　ステップ215で、コアネットワークのSGSNからアクセスネットワークのRNCへ、ベアラチ
ャネルをストリーミングトラフィックからBEトラフィックへの切り替え要求を送信する。
【００５３】
　ステップ216で、アクセスネットワークは当該要求を受信した後、端末とインタラクシ
ョンを行い、ベアラチャネルをBEトラフィックへ切り替える。
【００５４】
　ステップ217で、アクセスネットワークは、ベアラチャネルをBEトラフィックへ切り替
えることで既に成功したことをコアネットワークのSGSNに通知し、今回のプロセスを終了
する。
【００５５】
　実施例2では、コアネットワークによってBEトラフィックとストリーミングトラフィッ
ク間の切り替えが開始される。
【００５６】
　本実施例において、コアネットワーク内のネットワーク要素、例えばSGSN又はGGSNは、
端末からコンテンツサーバへのネットワークメッセージに対して解析を行う。ネットワー
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クメッセージの内容によって、ストリーミングメディアの伝送が間もなく開始することを
判断すると、ベアラチャネルをBEトラフィックからストリーミングトラフィックへ切り替
える。ネットワークメッセージの内容によって、ストリーミングメディアの伝送が間もな
く終了することを判断すると、ベアラチャネルをストリーミングトラフィックからBEトラ
フィックへ切り替える。そのため、本実施例において、SGSN又はGGSNに、ネットワークメ
ッセージに対する解析・識別機能が追加されたことが要求される。当該解析の手順は、次
の二つのステップに分けられることができる。
【００５７】
　ステップ1で、転送されたネットワークメッセージの宛先アドレスを解析し、当該宛先
アドレスがコンテンツサーバのアドレスであるかどうかを判断して、そうであれば、続い
てステップ2を実行し、そうでなければ、何の操作もせずに、従来技術によってネットワ
ークメッセージを送信する。
【００５８】
　ステップ2で、さらに、ネットワークメッセージの内容を解析し、当該ネットワークメ
ッセージの内容がRTSPのPLAYシグナル又はTEARDOWNシグナルであるかどうかを判断する。
PLAYシグナルであれば、SGSN又はGGSNはBEトラフィックからストリーミングトラフィック
への切り替えを開始（initiate）し、TEARDOWNシグナルであれば、SGSN又はGGSNはストリ
ーミングトラフィックからBEトラフィックへの切り替えを開始し、PLAYシグナルでもTEAR
DOWNシグナルでもなければ、何の操作もせずに、従来技術によってネットワークメッセー
ジを送信する。
【００５９】
　上記ステップ2において、RTSPのPLAYシグナル又はTEARDOWNシグナルを識別することに
よって、ストリーミングメディア伝送の開始又は終了を判断することであるが、ストリー
ミングメディアの開始又は終了を標識できるその他のシグナル、或いはその他の特徴情報
を識別することによって、ストリーミングメディア伝送の開始又は終了を判断することも
できる。
【００６０】
　本実施例のフローチャートは図3に示すように、以下のステップを含む。
【００６１】
　ステップ301で、端末はアクセスネットワークを通じてコアネットワークへ、データト
ラフィックのアクティブ要求を送信する。
【００６２】
　ステップ302で、コアネットワークは当該要求を受信した後、アクセスネットワークへ
、BEトラフィックベアラチャネルの確立要求を送信する。
【００６３】
　ステップ303で、アクセスネットワークはコアネットワークからの要求を受信した後、
端末とインタラクションを行い、BEトラフィックベアラチャネルを確立する。
【００６４】
　ステップ304で、アクセスネットワークからコアネットワークへ、BEトラフィックベア
ラチャネルの確立に成功したのメッセージを送信する。
【００６５】
　ステップ305～306で、端末はBEトラフィックベアラ方式を採用して、アクセスネットワ
ークとコアネットワークとを通じて、コンテンツサーバにアクセスし、且つストリーミン
グメディアのネットワークリンクアドレスを得る。
【００６６】
　ステップ307で、端末はストリーミングメディアのネットワークリンクにアクセスし、
コンテンツサーバへRTSPのPLAYシグナルを送信する。 
【００６７】
　ステップ308で、SGSN又はGGSNは、ネットワークメッセージに対して解析・識別を行う
ことによって、端末からコンテンツサーバへ送信されるシグナルがPLAYシグナルであるこ
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とを見付けた後、上記ストリーミングメディアに対応するSDPファイルをコンテンツサー
バから取得して、解析することで、当該ストリーミングメディアの伝送に必要なQoS要求
を得る。SDPファイルの内容は、名前、作者などの当該セッションの基本情報、メディア
タイプ、必要な帯域幅等を含める。SGSNはGGSNとのインタラクションによって、PDPのコ
ンテクストをアクティブにして、端末ユーザに対して認証を行う。
【００６８】
　ステップ309で、認証を通過した後、コアネットワークのSGSNからアクセスネットワー
クのRNCへ、ベアラチャネルをBEトラフィックからストリーミングトラフィックへの切り
替え要求を送信する。
【００６９】
　ステップ310で、アクセスネットワークは当該要求を受信した後、端末とインタラクシ
ョンを行い、ベアラチャネルをBEトラフィックからストリーミングトラフィックへ切り替
える。
【００７０】
　ステップ311で、アクセスネットワークは、ベアラチャネルをストリーミングトラフィ
ックへの切り替えで既に成功したことをコアネットワークのSGSNに通知する。
【００７１】
　ステップ312で、コンテンツサーバは確立されたストリーミングトラフィックベアラチ
ャネルを通じて、端末へストリーミングメディアを伝送する。
【００７２】
　ステップ313で、ストリーミングメディア伝送が完了した後、端末からコンテンツサー
バへ、ストリーミングメディア伝送を終了するためのRTSPのTEARDOWNシグナルを送信する
。コアネットワークのSGSN又はGGSNはネットワークメッセージに対して解析・識別を行う
ことによって、端末からコンテンツサーバへ送信されるシグナルがTEARDOWNシグナルであ
ることを見付ける。
【００７３】
　ステップ314で、コアネットワークのSGSNからアクセスネットワークのRNCへ、ベアラチ
ャネルをストリーミングトラフィックからBEトラフィックへの切り替え要求を送信する。
【００７４】
　ステップ315で、アクセスネットワークは当該要求を受信した後、端末とインタラクシ
ョンを行い、ベアラチャネルをBEトラフィックへ切り替える。
【００７５】
　ステップ316で、アクセスネットワークは、ベアラチャネルをBEトラフィックへ切り替
えることで既に成功したことをコアネットワークのSGSNに通知する。
【００７６】
　上記説明されたのは、本発明の好ましい実施例にすぎず、本発明の保護範囲を限定する
ものではない。本発明の精神と原則内で行われる種々の修正、均等物による置換、改善な
どは全て本発明の保護範囲内に含まれるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】図１は本発明に係る実施例に応用されたネットワークアーキテクチャーを示す図
である。
【図２】図２は本発明に係る実施例1のフローチャートである。
【図３】図３は本発明に係る実施例2のフローチャートである。
【符号の説明】
【００７８】
　１０１　端末
　１０２　アクセスネットワーク
　１０３　コアネットワーク
　１０４　基地局
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　１０５　無線ネットワーク制御装置
　１０６　コンテンツサーバ

【図１】 【図２】
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【図３】
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